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研究成果の概要（和文）：　サンフランシスコで働く看護師（計9人）へのグループインタビューの結果をもとに、ア
ディクション（主として薬物依存症）看護に携わる看護師の考えや実践の変化について明らかにした。その結果を、こ
れまでの研究結果（日本での看護師へのインタビュー調査）と比較検討し、看護の質を向上する上での、看護職に対す
る支援のあり方について考察した。また、アディクションの問題にかかわる看護師を対象として、看護師を支援するた
めのグループを定期的に行い（参加者10人程度）、グループで語られた内容から、支援の意義やあり方について検討し
た。
　これらの結果をもとに、アディクション問題にかかわる看護職支援モデルの試案を作成した。

研究成果の概要（英文）： We found out mechanisms and contributing factors of attitudinal shifts among 
nursing professionals working in the field of addiction, mainly of substance use treatment and care, 
based on results of the group interviews to 9 nurses in San Francisco. To consider by making comparison 
of the result with the past research results, such as the interview research for nursing professionals in 
Japan, we considered how to support nursing professionals to improve the quality of nursing care. We also 
had some support group of about 10 participants regularly to support especially the nursing professionals 
who work in the field of addiction. And we considered the meaning and future of the support based on the 
group discussion.
 Based on these results, we developed the tentative support model for nursing professionals who work in 
the field of addiction.

研究分野： 看護学・地域老年看護学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

薬物やアルコールの乱用、ギャンブルとい

った「害があるとわかっていてもやめられな

い」アディクション（依存症）は、専門的な

治療や支援によって回復が可能な健康障害で

あることが明らかとなっている。しかし、社

会においては、健康障害というよりも、道徳

や性格の問題として、違法となる行為は犯罪

として受け取られる傾向にあり、治療や回復

支援の進展に影響を及ぼしている。保健医療

においても、アディクションの問題をもつ人

の受け入れに拒否的な施設も少なくない。 

研究代表者はこれまで、アディクションの

中で特に薬物依存症に焦点をあてて、看護に

関する研究を行ってきた。これまでの研究か

ら、看護師は薬物依存症を患う人（以下、薬

物依存症者）とのかかわりで怒りや無力感と

いった苦しさをともなうネガティブな感情を

抱きやすく（寳田ら、2009）、その感情が患

者とのかかわりを妨げていると考えられた。

海外でも、薬物依存症者に対する医療職者の

ネガティブな態度については多々報告されて

いる（Howard,2000; Kelleher, 2007）。 

アディクションの問題をもつ人には、心的

外傷体験をもつ人が多く（Jacobsen, 2001）、

心的外傷体験をもつ人への援助において援助

職は、バーンアウトや二次的外傷性ストレス

状態に陥りやすくなる（Stamm, 2003）。その

状態が、アディクションの問題をもつ患者に

対するネガティブな感情や態度に及ぼす影響

は大きいと考える。 

薬物依存症者に対する看護に前向きに取り

組んでいる熟練看護職者を対象としたインタ

ビュー調査からは、最初は患者との関係の中

で悩んだり傷ついたりしながらも、知識を得

たり先輩や周囲の人たちからのサポートを得

ながら、患者の理解を深めていくなかで、患

者との相互作用が治療的なものへと変化し、

患者から自身の看護へのポジティブなフィー

ドバックを受けることによって、看護の意味

をつかみ前向きになっていくプロセスが明ら

かとなった（寳田、2011）。 

以上のことから、アディクションの問題を

もつ人への看護に対して前向きに取り組んで

いくには、精神的（感情的）サポートが必要

であると考える。既存の日本の文献からは、

アディクション問題にかかわる看護職サポー

トについての具体的な実践や支援のあり方に

ついての報告を見出すことができなかった。 

そこで、本研究においては、日本以上にア

ディクションが大きな社会的問題となってお

り、様々な治療や回復支援が行われている米

国において、アディクション問題にかかわる

施設での援助職との意見交換及び看護職への

インタビュー調査を行い、日本の現状と比較

検討することによって、看護職に対するサポ

ートの意義やあり方について検討することと

した。また、研究者らは平成22年度から、ア

ディクション問題にかかわる看護師サポート

グループを実践しており、それを継続して行

いながら、語られた内容からサポートの意義

やあり方について検討することとした。そし

て、上に述べた研究で得られた知見をもとに、

アディクション問題にかかわる看護職支援モ

デルの試案について検討することとした。 

 
２．研究の目的 

（1）目的１：「アディクション問題にかかわ

る看護師サポートグループ」の実践を通して、

その逐語記録をもとにグループで語られた内

容及びグループ・プロセスを質的に分析し、

アディクション問題にかかわる看護師支援の

意義やあり方について明らかにする。 

（2）目的２：海外（米国サンフランシスコ）

においてアディクション問題にかかわる施設

でのフィールドワークを通して、回復支援や

援助職支援の実際について現状把握をする。

また、アディクション（主として薬物依存症）

の問題をもつ人への看護に対する考えや実践

が変化していった体験を有する看護師へのイ

ンタビュー調査を行い、考えや実践の変化の



様相を描き出し、変化の構造や要因を明らか

にする。なお、インタビューは、フォーカス

グループインタビューした。 

（3）目的３：目的１と２の結果をもとに、文

化による相違や共通性を検討し、日本におけ

るアディクション問題にかかわる看護師支援

モデルの試案を作成する。 

 
３．研究の方法 

（1）目的１について 

研究デザイン：実践データに基づく質的研究 

実践内容：アディクション問題にかかわる看

護師サポートグループ（感情や考えている

ことなど、自由に聴き語り合えるグループ）。 

月に1回90分、1クールを10回とする。平

成22年度に1クール目を開始。本研究期間終

了までには、5クール目を終了。 

対象者及び参加者：「看護実践の場で、アデ

ィクション問題をもつ患者や家族等とのか

かわりに困難や問題意識を感じている看護

師」を対象とし、大阪近辺の看護職から参

加者をつのり、応募があった看護師に、本

研究目的・倫理的配慮等を説明し、研究へ

の参加に同意が得られた人を参加者とする。 

データ収集及び分析：語られた内容は同意を

得て録音し、逐語録を作成する。逐語録の

内容を質的帰納的に分析/解釈※する。 

（2）目的２について 

研究デザイン：フォーカスグループインタビ

ューによる質的研究 

対象者及び参加者： 「薬物依存症者への看護

を実践していく中で、薬物依存症者への看

護に対する考えや実践が変化していった体

験を有する看護師」を対象とし、サンフラ

ンシスコで研究協力者のネットワークを通

じて参加者をつのり、応募があった看護師

に、本研究目的・倫理的配慮等を説明し、

研究への参加に同意が得られた人を参加者

とする。 

フィールドワーク：インタビュー調査に先立

ち、サンフランシスコでの薬物依存症治療

や回復支援の実際について、病院や地域の

回復施設等でのフィールドワークを行い、

現状把握する。 

データ収集及び分析：フォーカスグループで

語られた内容は同意を得て録音し、逐語録

を作成する。逐語録の内容を質的帰納的に

分析/解釈※する。 

※目的１・２の逐語録の分析/解釈方法 

① 逐語録全体を大切なところにハイライ

トを入れながら読み、全体の流れを把握する。 

② 最初から読み直し、部分の要約をしたり

しながら、テーマ（大切な概念や言葉）を抽

出する。 

③ ②で抽出されたテーマを元に、全体の文

脈と照らし合わせながら、中心となるテーマ

を抽出する。 

④ ②③は行きつ戻りつ行い、テーマ間のつ

ながり検討しながら、記述する。 

（3）目的３について  

日本での看護師へのインタビュー調査結果

（寳田、2011）と目的２の調査結果とを比較

検討し、また目的１の結果と照らし合わせ、

アディクション問題にかかわる看護職支援モ

デルの試案の素案を作成する素案について、

日本のアディクション看護領域での熟練看護

師（3～5 名）との実践者会議を開催し、その

検討結果をふまえ試案を作成する。 

 

４．研究成果 

（1）目的１について 

①サポートグループの実施 

 各クールの期間、開催場所、総人数、平均

参加者数は、表 1に記す通りである。 

表 1．各クールの参加者数等 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｸｰﾙ 期  間 場所 
登録者

数 

研究者

数 
総人数 

平均 

参加者 

1 
H22 年 8 月

～23 年 5 月 

大阪 

市大 
10 人 3 人 13 人 7.8 人 

2 
H22 年 8 月

～23 年 5 月 

大阪 

市大 
8 人 3 人 11 人 7.6 人 

3 
H24 年 11 月

～25 年 8 月 

大阪 

市大 
8 人 3 人 11 人 8.1 人 

4 
H25 年 12 月

～26 年 9 月 

大阪 

市大 
11 人 3 人 14 人 10.1 人 

5 
H27 年 5 月

～28 年 2 月 

武庫川

女子大 
10 人 3 人 13 人 9.1 人 

 



5クール全ての総登録者数は、47人であった。

5 クール全ての参加が 1 人、4 クール参加 1

人、3 クール参加 4 人、2 クール参加 7 人と

複数クールの参加者を含むため、登録者の総

計は 26人であった。 

②各クールにおける語りの特徴 

 各クールにおける、語られた内容及び語れ

れ方等の特徴は、表２の通りであった。 

表２．各クールの語られた内容等の特徴 

クール 1→ 2→ 3→ 4→ 5
　社会問題として、周囲で生じて

いること（事例）としての語り。ケア

対象者への両価的な感情。ネガ

ティブな感情を自身の感情として

つかむことの困難。事例の報告。

（学会発表、寳田ら、2012）
語

ら

れ

た
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　　　　　　　　　　　　（新たな参加者は左記の傾向も、継続して

　　　　　　　　　　　　の参加者の語りを聞きながら、「私は」とし

　ての語りへ。）　アディクション問題をもつ人とのかかわりで生じた

ネガティブな感情を自身の感情として認識すること

の難しさから、自身の感情ととらえ素直な表現への

移り変わり。

「私たち（看護師）は、〇〇と感じる」→「私は、〇

〇と感じる」。（学会発表、奥村ら、2015）

　自身が、看護の現場で困った事例の話題提供。

　病院の看護システムの問題意識と感情。患者へ

の共感の深まりと、組織の無関心等との間での葛

藤（ダブルバインド）。「看護師は」から「私は」へ。

「私を分かって欲しい」

　精神科の看護とは何か。見えな

いケア、見えない成長。語ること

での互いの気づき、学びの共有。

相互支援。（「私を分かってもらえ

る場」として内在化か？）  

③考察：メンバー個々が自身の感じたこと考

えてことを自由に話すのには、話せる場作り

が重要であった。また、自然な感情や気づき

の表現を聞く（モデルとなる人が存在する）

中で、自身のネガティブな感情に気付き適切

な表現ができるようになり、共感や気づき、

学びの共有、相互支援といった能力が高まっ

ていくと考えられた。 

（2）目的２について 

①フィールドワーク 

場所：米国サンフランシスコ 

期間：平成 25年 11月 16日～22日 

内容： 

a.アディクション問題の治療やリハビリテ

ーションにかかわる施設の見学及びスタッ

フとの意見交換 

・Asian and Pacific Islanders Wellness 

Center（アジア・東南諸島系移民のための歴

史ある HIV 治療施設。多くのクライアント

が薬物依存歴を有する） 

・Health Right 360/Walden House（薬物依

存症回復施設、デイ・ナイトケア） 

・ East Bay Community Recovery 

Project/Project Pride（歴史ある薬物治療

施設。刑期をつとめられる母子寮、母子寮

の幼児が通う幼稚園がある） 

b.アディクション問題での入院施設の見学

及びスタッフとの意見交換 

・ San Francisco General Hospital/ 

University of California, San Francisco、

Department of Psychiatry（カリフォルニ

ア州立大学の中の医学部附属病院である、

サンフランシスコ総合病院内、精神科の中

の、薬物治療部門） 

c.アディクション専門のサイコロジストの

レクチャー及び目的１のサポートグループ

のスーパーバイズ 

スーパーバイザー：Nancy Piotrowski, Ph.D.

（クリニカルサイコロジスト、依存症に関する心

理学系の連邦政府におけるコーディネータ） 

②フォーカスグループインタビュー調査 

場所：米国サンフランシスコ 

期間：平成 26年 11月 14日～22日 

フォーカスグループの実施：研究者らのネッ

トワークを通して、本研究についてのアナウ

ンスを行った結果、10 数名の応募があった。

そのうち、日程の調整が可能であった 9名を

参加者とし、2人（日本からの移住者）、3人、

4 人の 3 つのグループを開催した。グループ

インタビュー時間は、最初の 2 人が 110 分、

3 人が 45 分、4 人が 107分であった。 

結果（図１参照）：生活の中で家族や友人と

いった身近な人々の薬物問題を体験してい

た看護師は、看護に携わる以前から、薬物依

存症者に共感的であった。体験のない看護師

は、ネガティブな感情を抱いていた。しかし、

それは経験の中で、共感的な感情へと変化し

ていった。 

多くの参加者が、患者に対する共感の深ま

りと「ジャッジしない non-judgment」姿勢の

重要性を認識していった。彼らの知識や理解

の変化は、個々の患者に関する知識や理解の



深まりでもあった。患者とのかかわりを通し、

患者の人生の過酷さと回復に向けてのサポ

ートについての知識や理解を深めていた。 

以上のような変化は、他の看護師からのサ

ポートや現任教育の影響が大きいことが語

られた。参加者の多くは、薬物依存症者に対

する偏見や差別が同じ看護職者の中でも存

在していることを認識していた。そういった

偏見や差別に対しては、変化につながるよう

なポジティブなフィードバックの実践に向

けての意志についても語られた。 

 

図１．学会ポスター発表（寳田ら、2016）の和訳 

 

考察：日本での看護師へのインタビュー調査

の結果（寳田ら、2011）（図２参照）と比較

検討を行った。日本では、薬物に関連する問

題は身近な問題として表面化されていない

ことによる、薬物問題に対する知識や理解は

異なっていた。米国では、薬物依存症者の人

数は多く、病気として社会的にも認識されて

いるが、日本ではまだ社会的理解が乏しいと 

 

 

図２．英文ポスター発表（寳田ら、2016）の和訳 

いった文化的な違いがあったが、薬物依存症

者に対しての理解の深まりや実践の質の向

上につながるような変化は、米国も日本も類

似点が多々みられた。文化的な背景の違いは

あるが、共通点が認められたことは、薬物依

存症ケアの本質的要素として考えられ、今後

さらに検討が必要である。 

（3）目的３について 

実践者会議の開催 

場所：武庫川女子大学 

日時：2015 年 11月 22日（日）13:00～20:00 

参加者：病院勤務者 4人、クリニック勤務者

1 人 

会議の内容：本研究計画及び実施、これまで

の研究結果等を説明し、試案の素案（図３）

について意見交換を行った。 

 

図３．看護師支援モデルの試案（素案） 

試案についての検討：本研究結果からは、変

化について「看護の質の向上」の評価はでき

ない。しかし、「ネガティブな感情」の変化

ととらえると妥当性がある等の意見を受け、

試案の修正を行い、今後発表する予定である。 
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